
嚢

報

1
九
九
九
年

1
月
よ
り

一
九
九
九
年

二

一月
ま
で

班

研

究

唐
宋
美
術
の
研
究

班
長

骨
布
川

竃

7
九
九
五
年
四
月
か
ら
五
ヶ
年
計
責
で
始
ま
っ
た
本
研

究
は
､
惰

･
磨

･
五
代

･
北
宋
の
美
術
全
般
に
つ
い
て
よ

り
精
確
な
理
解
を
目
指
す
｡
特
に
繁
栄
の
極
に
達
し
た
盛

唐
美
術
を
中
心
に
､
初
麿
か
ら
そ
こ
に
至
っ
た
過
程
､
ま

た
そ
こ
か
ら

一
持
し
て
寓
賓
的
な
山
水

･
花
鳥
蓋
に
代
表

さ
れ
る
宋
代
美
術
を
生
む
に
至
っ
た
背
景
な
ど
を
探
る
｡

異
腹
的
な
方
法
と
し
て
は
出
土

･
俸
世
の
文
物
'
石
窟
寺

院
の
沸
教
美
術
､
董
論

･
書
論
の
嚢
術
論
を
三
本
の
桂
と

し
て
､
詮
表
と
脅
詮
を
交
え
て
進
め
て
い
-
｡
本
年
の
賛

表
は
以
下
の
通
り
､
峯
衝
論
の
合
譲
は
黄
体
復

『
益
州
名

葺
録
』

(宇
佐
美
文
理
捨
普
)
､
黄
伯
思

『
東
観
飴
論
』

(下
野
健
鬼
捨
皆
)
を
取
り
上
げ
た
｡
ま
た
松
本
仲
之
氏

を
招
き
諺
表
し
て
い
た
だ
い
た
.

1
月
二
五
日

小
南
海
石
窟
と
借
嗣
鮮
師栢

本

泰
生

二
月

八
日

初
唐
の
阿
爾
陀
園
像

岡
田

健

三
月
二
二
日

八
世
紀
初
め
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ル
と

し
て
の
山
水
毒
の
成
立

自

適
銘

三
月
二
七
日

隣
西

･
河
南

･
山
西
の
唐
代
文
物

松
本

仲
之

五
月

一
〇
日

二
世
紀
末
1
五
世
紀
初
頭
の
遼
寧
省

に
お
け
る
壁
董
墓
に
つ
い
て
の
一
考

察
-
墓
三
人
の
圃
像
を
中
心
と
し
て

停

江

六
月

七
日

六
月
二
八
日

九
月
二
七
日

1
0
月

1
八
日

一
〇
月
二
五
日

7
1月
1
日

1
1
月

八
日

一
一
月
二
二
日

一
二
月

二
二
日

イ
ン
ド
後
期
係
数
石
窟
と
三
つ
の
王

戟

(
承
前
)
-
ア
ジ
ャ
ン
ク
-
壁
責

の
新
知
見

･新
解
樺
を
含
め
て

足
金

計
次

宋
代
青
緑
山
水
董
研
究

(
二
)

竹
浪

速

稔
林
窟
第
三
窟
の
山
水
表
現
に
つ
い

て

趨

馨
艮

宋
元
時
代
の
顛
虞
卿

宮
崎

洋

一

八
世
紀
山
水
書
風
に
関
す
る
再
検

自

適
銘

八
-
十
世
紀
の
舎
利
埋
蔵
形
式

沈

雪
皇

居
昭
陵
新
城
公
王
墓
に
つ
い
て

停

江

北
哲
雀
芥
基
初
考

林

聖
智

中
国
美
術
の
喜
像
虞
理

宇
佐
美
文
理

謂
荘
借
侍
研
究

班
長

桑
山

正
進

詩
経
借
と
は
､
イ
ン
ド
や
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
中
国
に
や

っ
て
き
て
'
経
典
漢
詩
に
参
劃
し
た
併
数
倍
で
あ
る
｡
か

れ
ら
に
関
す
る
情
報
は

『高
僧
倦
』

『績
高
僧
俸
』

『宋

高
僧
俸
』
な
ど
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
.
こ
れ
ら
の
停
記
を

班
員
の
専
門
分
野
で
あ
る
歴
史
､
言
語
'
宗
教
､
美
術
な

ど
多
角
税
鮎
を
も
っ
て
讃
解
検
討
し
､
四
世
紀
-
八
世
紀

の
'
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
南
ア
ジ
ア
に
わ
た
る
地
域
の
歴

史
､
文
化
､
そ
の
他
お
お
く
の
情
報
を
引
き
出
す
こ
と
を

目
的
と
す
る
｡
あ
わ
せ
て
嬢
る
べ
き
現
代
語
諸
を
作
成
す

る
｡
研
究
倉
は
一
九
九
六
年
四
月
か
ら
二
〇
〇

一
年
三
月

ま
で
隔
週
の
月
曜
日

(
二
時
1
五
時
)
に
文
献
セ
ン
タ
ー

合
議
室
で
開
催
｡

十
六

･
十
七
世
紀
ア
ジ
ア
に
お
け
る
言
語
接
廟

班
長

高
田

時
雄

禾
研
究
班
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
勢
力
の
ア
ジ
ア
東
漸
を
契

機
と
し
て
起
こ
っ
た
言
語
接
鯖
の
諸
相
を
､
ジ
ェ
ズ
イ
ッ

･L
を
初
め
と
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
語
合
沢
の
資
料
を
中
心
と

し
て
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
す
｡
現
在
は
マ
ニ
ラ
の
ド
ミ

ニ
コ
合
が

一
五
九
三
年
に
刊
行
し
た
タ
ガ
ロ
グ
語
版
ド
チ

リ
ナ
を
中
心
と
し
､
同
じ
く
マ
ニ
ラ
刊
の
中
国
語
版
､
さ

ら
に
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
版
､
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
､
ス
ペ
イ

ン
語
版
な
ど
を
参
照
し
つ
つ
､
合
議
を
行
い
つ
つ
あ
る
ー

中
国
技
術
の
倦
統

班
長

田
中

淡

｢中
国
技
術
史
の
研
究
｣
に
引
き
績
い
て
'

1
九
九
六

年
か
ら
五
年
間
の
計
量
で
'
中
国
技
術
の
俸
統
と
特
質
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
て
ゆ
-
｡
基
本
的
に
は
生
活
科
畢
技

術
を
中
心
と
す
る
が
'
し
か
し
前
研
究
班
の
過
程
で
瀧
げ

,純

な
が
ら
み
え
て
き
た
中
国
技
術
史
に
お
け
る
研
究
課
題



寛 方 学 報

は
､
特
定
の
時
代
'
分
野
に
偏
重
し
な

い
.

1
般
的

に

は
'
技
術
と
科
草
の
相
関
'
技
術
者
と
社
食
､
生
活
科
撃

の
特
質
'
少
数
民
族
の
技
術
'
等
々
の
主
題
に
関
わ
る
で

あ
ろ
う
し
､
個
別
的
に
は
､
農
業
､
馨
翠
､
土
木
建
築
'

紡
漬
､
数
嬰
､
天
文
皐
､
化
撃
､
そ
の
他
の
領
域
に
境
が

る
で
あ
ろ
う
.
合
譲
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
､
引
き
席
い

て
元

･
三
顧
の

『
農
書
』
農
審
圏
譜
の
評
注
作
成
を
す
す

め
て
ゆ
-
.
泣
行
し
て
､
技
術
史
の
諸
分
野
に
わ
た
る
班

員
の
研
究
襲
表
を
随
時
お
こ
な
う
.

標
記
の
期
間
に
､
三
両

『
農
書
』
農

器
国
語

･
欝
桑

門
'

織
維
門
'

績
繁
門
の
評
注
を
､
福
田
美
構
､

佐
藤

賓
'
山
花
哉
夫
'
東
郷
俊
宏
が
措
普
し
た
｡
ま
た
左
の
研

究
委
表
が
お
こ
な
わ
れ
た
O

の
帝
王
の
年
中
行
事
に
関
す
る
部
分
を
'
劉
昭
注
を
含
め

て
謹
み
'
詩
注
を
付
け
た
｡
績
漢
書
の
こ
の
部
分
は
､
後

漠
書
に
収
め
ら
れ
て
'
正
史
の

1
部
を
成
し
て
い
る
の
で

あ
る
が
'
テ
キ
ス
ト
に
乱
れ
が
多
く
'
謹
み
に
く
い
個
所

が
祷
出
す
る
｡
こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
れ
ば
こ
そ
､
合

講
の
封
象
と
す
る
に
相
鷹
し
い
と
言
え
る
の
か
も
知
れ
な

い
｡本

読
み
と
並
行
し
て
､
班
員
に
よ
る
､
次
の
よ
う
な
研

究
報
告
が
行
な
わ
れ
た
｡

二
月
二
四
日

四
月
二
八
日

五
月

一
二
日

五
月
二
六
日

一
月
二
六
日

二
月

九
日

四
月
二
〇
日

五
月

二

日

五
月
二
五
日

1
0
月

1
二
日

1
0
月
二
六
日

一
一
月

九
日

一
一
月
三

〇
日

隔
唐
時
代
の
身
隆
親

日
杉

悦
雄

草
創
期
の
茶
宴

関

剣
卒

階
層
琵
琶
雅
致

外
村

中

後
進
郭
都
の
庭
園

村
上

嘉
資

料
畢
史
､
撃
畢
史
の
新
研
究
法

N
a
th
a
n
S
iv
in

元
大
都
の
宮
殿
計

童
と
そ
の
造
営

福
田

美
穂

斡
江
地
区
土
家
族
の
農
業
と
農
具
1

ス
ラ
イ
ド
併
映
1

渡
部

武

中
国

〓
ハ
I

l
七
世
紀
の
輸
出
用
染

織
品
に
つ
い
て

青
田

雅
子

明
末
北
京
米
寓
鍾
勺
園
考
析

李

樹
華

1
月
二
六
日

二
月

一
六
日

五
月
二
四
日

六
月
二
二
日

一
〇
月
二
六
日

1
1
月
三

〇
日

唐
代
宗
教
の
研
究

薬
代
の
条
酒

束

管

次

佐
郡
気
-
中
庸
の
背
景
-末

永

高
康

郭
店
楚
簡
備
蓄
和
党
案
儒
畢
研
究

陳

来

樺
嚢
蔭
と
義
疏
撃

古
勝

隆

1

足
利
畢
校
梓
褒
薩
と
韓
国
宗
廟
儀
鮭

の
ヴ
ィ
デ
オ

説
明

矢
木

毅

望
山

7
貌
基
竹
蘭
の
復
元洩

原

達
郎

班
長

吾
川

忠
夫

六
月

九
日

六
月
二
三
日

秋
岡

英
行

唐
代
の
死
者
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
と
死

者
供
養

松
村

巧

新
香
唐
書
に
お
け
る
揮
氏
と
老
氏
に

つ
い
て

藤
井

京
美

挙
商
贋
と
儒
教

深
津

1
幸

『
神
仙
俸
』
と
唐
代
道
教亀

田

勝
見

『
占
察
善
悪
業
報
経
』
の
成
立
と
侍

拓
に
つ
い
て

地
平

紀
子

唐
代
に
お
け
る

｢
聖
人
｣
像

小
笠

智
幸

唐
初
の
道
教
思
想

紳
塚

淑
子

道
教
故
国
の
戒
律
に
つ
い
て

都
築

晶
子

唐
代
道
教
に
お
け
る
心
聾
に
つ
い
て

816

七
月

七
日

周
氏
冥
追
記
研
究

貫
休
の
話

坂
内

柴
夫

釜
谷

武
志

班
長

秦
谷

邦
夫

中
国
の
植
制
と
瞳
寧

本
研
究
班
で
は
､

班
長

小
南

一
郎

前
年
に
引
き
唐
き
'
唐
漢
書
蔭
儀
志

論
文
集
を
完
成
さ
せ
る
た
め
､

一
月
か
ら
七
月
に
か
け

て
'
下
記
の
研
究
報
告
を
行

っ
た
｡
九
月
以
降
は
､

『
北

山
録
』
の
禽
講
を
再
開
し
､
巻
六

･
巻
七
の
詩
注
稿
の
作

成
を
､
盲
腸
隆

一
･
坂
内
柴
夫

･
深
津

一
幸

･
松
村
巧

･

砺
波
護
が
捧
嘗
し
た
｡

一
月

1
三
日

白
常
易
と
宗
教

蜂
畳

邦
夫

1
月
二
七
日

山
谷
寺
湛
然
と
大
幅
先
寺
湛
然

陳

金
華

二
月

一
〇
日

需
崎

『
化
善
』
に
つ
い
て

本
研
究
班
は
､
吾
川
忠
夫
教
授
を
班
長
と
す
る

｢
六
朝

道
教
の
研
究
｣
研
究
班
に
ょ
る

『
虞
話
』
諾
注
作
業
の
終

了
を
承
け
､
同
じ
く
梁
陶
弘
景
の
編
纂
に
な
る

『
周
氏
冥

追
記
』
四
巻
の
詳
注
作
成
を
主
目
的
と
し
て
､

一
九
九
八

年
度
よ
り
二
年
間
の
浮
足
で
活
動
を
開
始
し
た
｡
本
年
度

は
第
四
亀
ま
で
譲
了
L
t
現
在
諾
注
原
稿
の
整
理
を
進
め

て
い
る
｡
な
お
､
本
研
究
班
は
静
定
ど
お
-
本
年
度
を
も

っ
て
終
了
す
る
｡

文
戯
と
情
報

班
長

勝
村

哲
也

研
究
合
の
構
成
は
､
前
年
ど
お
り
'
文
献
班
と
情
報
班



に
分
か
れ
る
｡
本
年
は
最
終
年
度
な
の
で
'
研
究
報
告
の

取
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
に
な
り
'
情
報
班
は
､
安
永
薗

志
､
柴
山
守
'
桶
谷
猪
久
夫
､
星
野
聡
の
四
民
と
勝
村
が

論
集
の
編
集
に
あ
た
り
'
文
献
班
は
､
論
集
作
成
を
目
指

し
て
下
記
の
報
告
を
行
っ
た
｡
な
お
'
建
仁
寺
雨
足
院
の

調
査
は
､
慶
鷹
義
塾
大
斯
道
文
庫
へ
筑
波
大
岩
崎
宏
之
重

鮎
領
域
研
究

｢沖
縄
の
歴
史
情
報
｣
､
勝
村
哲
也
基
盤
研

究

｢朝
鮮
渡
来
漢
籍
の
研
究
｣
と
の
共
同
事
業
と
し
て
所

期
の
目
的
を
終
了
し
た
｡
今
後
は
京
都
五
山
の
本
格
的
な

調
査
を
ま
っ
て
'
完
備
し
た
目
録
が
福
纂
さ
れ
る
こ
と
を

望
み
た
い
｡

1
月
二
九
日

二
月

7
二
日

四
月
二
三
日

五
月

七
日

五
月
二

一
日

六
月

四
日

六
月

丁
八
日

七
月

二
日

10
月

八
目

一
〇
月
二
二
日

本
邦
青
侍
の

『孝
子
停
』
に
つ
い
て

山
崎

誠

明
清
時
代
の
楢
葉
史
料
に
つ
い
て

谷
井

陽
子

六
朝
期
の
日
銀
に
つ
い
て
-
六
部
分

類
か
ら
四
部
分
類

へ

金

文
京

任
肪

｢述
異
記
｣
に
つ
い
て

中
島

長
文

再
離
本
高
麗
寂
に
関
す
る
二

･
三
の

問
題

梶
酒

晋

西
南
中
国
の
西
番
話
語
の
歴
史
と
現

在

池
田

巧

琉
球
に
お
け
る
漢
籍
の
収
集
に
つ
い

て

高
津

孝

叙
録
と
自
序

池
田

秀
三

日
本
俸
存
老
子
道
徳
経
の
書
き
入
れ

古
陪

隠

1

そ
の
後
の

『経
典
梓
文
』

木
島

史
雄

二

月

五
日

朝
鮮
本
の
刊
地

･
刊
年
決
定
法
試
論

藤
本

幸
夫

二

月

一
九
日

元
朝
の
科
馨
資
料
に
つ
い
て

森
田

憲
司

1
二
月

四
日

京
樽
寺
版

『
下
州
千
葉
寺
了
行
』
と

そ
の
周
通

牧
野

和
夫

連
噴
出
土
木
簡
の
研
究

班
長

富
谷

至

三
年
計
量
を

1
年
延
長
し
､
本
年
度
で
敦
燥
馬
圏
湾
出

土
の
木
蘭
を
す
べ
て
合
議
し
た
｡
現
在
､
注
梓
原
稿
の
整

理
を
行
っ
て
い
る
｡
ま
た
'
こ
れ
と
並
行
し
て
班
員
各
位

の
研
究
章
表
を
行
い
'
相
互
の
批
判

･
検
討
を
通
し
て
'

簡
贋
資
料
に
封
す
る
古
文
書
孝
的

･
歴
史
拳
的
な
理
解
を

深
め
あ
っ
た
｡
こ
ち
ら
も
現
在
､
論
文
集
の
刊
行
を
準
備

中
で
あ
る
｡
な
お
､
二
月
十
九
日
に
は
早
相
田
大
豊
の
工

藤
元
男
教
授
を
お
招
き
し
､

｢楚
簡
研
究
と
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
｣
と
題
し
て
講
演
を
う
か
が
っ
た
｡

班
員
各
位
に
よ
る
研
究
費
表
の
題
目
は
下
記

の
と
お

り
rO

一
月
二
九
日

西
域
関
連
文
書
を
め
ぐ
っ
て

角
谷

常
子

三
月

五
日

前
漠
末
の
西
域
政
策
よ
り
み
た
馬
圏

湾
漠
衛
-
D
二
1
遺
跡
と
は
何
か
-

鵜
飼

昌
男

四
月
三
〇
日

漠
代
の
武
庫
I
戸
漕
簡
腰
を
例
に
～

杉
本

憲

司

五
月
二

一
日

高
麗
国
初
の
贋
評
省
と
内
議
省

矢
木

毅

六
月

1
八
日

S
九
四
七
八

｢地
志
｣
衰
片
に
つ
い

て

辻

正
博

七
月

1
六
日

漠
蘭
に
見
え
る
証
文
書

竺
沙

雅
章

九
月

一
七
日

｢簡
横
槍
署
考
｣
に
つ
い
て

井
波

陵

一

7
0
月

一
五
日

敦
塩
蘭
の
亭

富
谷

至

二

月

1
二
日

摸
代
の
官
印
-
官
僚
機
構
に
お
け
る

そ
の
使
用
に
関
し
て
-

米
田

俸
志

一
二
月

1
七
日

懸
泉
遠
地
と
懸
兵
衛
腐

柴

生
芳

中
国
共
産
主
義
と
日
本
-
思
想

･
運
動

･
戦
争
1

班
長

狭
間

直
樹

現
在
の
中
園
が
中
開
共
産
薫

の
支
配
す
る

｢共
産
主

義
｣
の
国
家
と
し
て
の
中
華
人
民
共
和
国
で
あ
る
こ
と

は
､
明
白
な
事
案
で
あ
る
.
中
国
近
代
史
の
T
つ
の
厨
結

と
し
て
こ
の
中
華
人
民
共
和
国
の
誕
生
に
い
た
る
経
過
を

振
り
返
る
に
は
､
二
十
世
紀
に
お
い
て
濁
特
の
歴
史
現
象

と
し
て
出
現
し
た
世
界
の
共
産
主
義
と
の
関
連
で
と
ら
え

ね
は
な
ら
ぬ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
と
し
て
､
そ
の
さ

い
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本

(朝
鮮
を
含
め
)
と
の
密
接

な
か
か
わ
り
の
探
求
が
と
り
わ
け
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ

る
｡
本
研
究
は
､
中
国
共
産
主
義
の
あ
り
よ
う
を
日
本
と

の
閲
連
に
お
い
て
､
思
想

･
連
動

･
戦
争
の
諸
側
面
か
ら

迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡

T
月
二
二
日

『
襟
等
』

に
み
る

ク
中
国
共
産
真

人
ク
の
ア
ジ
ア
観

蒋

海
波

二
月

五
日

近
代

中
国
に
お
け
る
日
本
に
封
す
る

,IcQtt

ア
ソ
.ri)バ
ラ
ン
ス
の
解
消
-
進
化
論



東 方 畢 報

四
月
二
三
日

五
月

七
日

五
月
二
一
日

六
月

四
日

六
月

1
八
日

七
月

二
日

九
月
二
四
日

10
月

八
日

一
〇
月
二
二
日

1
1
月

一
五
日

か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
･
ア
ジ
ア
主

義
か
ら
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
へ

李

惑
京

曹
如
宗
等
三
高
官

｢罷
免
｣
を
め
ぐ

る
日
本
と
中
国
の
封
抗
I
中
国

ケ
過

激
派
ク
の
歴
史
的
位
置
1狭

間

直
樹

国
共
合
作
の
崩
壊
と
ソ
連

･
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
ー
ス
タ
ー
リ
ン
の

｢
五
月
指

示
｣
を
め
ぐ
っ
て
-

石
川

積
浩

中
国
共
産
賞
の
文

蛮
政
策
と
聞

一
多

柏
原

俊
代

賀
川
豊
彦
と
中
図

溝
田

直
也

五
四
時
期
の
中
国
と
日
本
の
思
想
状

況
-
コ
ス
モ
倶
奨
部
を
手
が
か
り
に

小
野

信
爾

『胡
景
翼
』
日
記
読
解
-
民
国
期
の

軍
事
世
界

松
尾

洋
二

彼
女
が
嚢
を
切
っ
た
理
由
1

1
九
二

〇
年
代
'
女
子
常
襲
と

｢革
命
｣
的

身
性

高
嶋

航

中
国
共
産
某
と
日
本
帝
国
主
義
-
東

北
努
働
運
動
を
中
心
に

江
田

憲
治

古
田
合
議
か
ら
富
田
事
件
へ

樽
形

康

日
本
と
中
国
に
お
け
る
共
産
主
義
教

育
の
理
念
と
章
態
1

1
九
三
〇
年
代

初
期
の
場
合

中
島

勝
住

7
7
月
二
六
日

陳
濁
秀

･
李
大
別
に
見
る
日
本
に
封

す
る
ア
ソ
ビ
バ
レ
ソ
ス
の
解
滑

李

意
京

1
二
月

7
0
日

江
精
衛
南
京
政
府
下
の
畢
校
と
青
少

年
を
め
ぐ
っ
て

柴
田

哲
雄

中
開
近
代
化
の
動
態
梢
造

班
長

森

時
彦

近
代
に
お
け
る
中
国
文
明
と
西
洋
文
明
の
接
鱒
が
中
開

の
社
脅
構
造
に
い
か
な
る
奨
動
を
も
た
ら
し
た
か
と
い
う

問
題
を
'
政
治

･
経
済

･
文
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分

野
か
ら
多
角
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
'
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
課
題
で
あ
る
｡
本
年
度
は
'
都
市
と
農
村
の
関
係

と

い
う
先
行
の
研
究
班
の
テ
ー
マ
を
受
け
て
'
都
市
や
農
村

の
問
題
に
焦
鮎
を
皆
て
た
報
告
が
多
か
っ
た
｡
中
国
固
有

の
都
市
農
村
構
造
の
な
か
で
近
代
化
が
如
何
に
進
行
し
'

こ
れ
を
襲
容
さ
せ
て
行
っ
た
か
､
そ
の
プ

ロ
セ
ス
の
解
明

が

一
つ
の
軸
に
な
っ
て
い
る
｡

一
月
二
九
日

二
月

一
二
日

四
月
三
〇
日

五
月

一
四
日

五
月
二
八
日

六
月

二

日

六
月
二
五
日

中
国
の
工
業
化
と
城
郷
関
係

森

時
彦

中
国
農
村
の
近
代
化
過
程川

井

悟

キ
リ
ス
･L
敦
受
洗
者
と
近
代
虞
東
京

都
の
歴
史

蒲

豊
彦

清
代
の
賦
役
全
書

高
嶋

航

田
賦
徴
収
鶴
橋
と
そ
の
歴
史
的
淵
源

岩
井

茂
樹

t
九
三
〇
年
代
の
上
海
努
働
運
動

江
田

憲
治

海
浜
小
説
に
お
け
る
外
国
人

溝
田

減
失

10
月

一
日

近
代
朝
鮮
の
穀
物
流
通
構
造
-
二
〇

世
紀
初
頭
の
成
鏡
北
道
の
例
か
ら

3co

石
川

亮
太

初
期
出
使
大
臣
の
派
遣
と
そ
の
性
格

に
つ
い
て

箱
田

素
子

l
〇
月

一
五
日

定
厭
に
お
け
る
合
作
証
事
業

衰

慶
泉

1
0
月
二
九
日

｢自
涜
女
｣
た
ち

･
死
後
条
妃

･
宗

族
制
度

片
山

剛

一
一
月

一
二
日

慶
東
に
お
け
る
両
氏
運
動
と
虞
東
商

界

陳

来
季

一
二
月

三
日

八

〇
年
代
の
大
都
市
制
度
改
革

三
宅

康
之

帝
国
の
研
究

班
長

山
本

有
造

冷
戦
の
終
了
'
ソ
連
邦
の
崩
壊
と
と
も
に
､
諸
民
族

･

諸
地
域
の
閲
に
遠
心
力
が
強
ま
り
､
民
族
と
は
何
か
'
国

家
と
は
何
か
が
い
ま
新
た
に
問
わ
れ
は
じ
め
て
い
る
｡

｢民
族
自
決
に
立
脚
し
た
国
民
国
家
｣
と
い
う
近
代
的
理

念
の
安
皆
性
が
再
検
討
さ
れ
る
な
か
で
､

｢帝
国
｣
と
い

う
国
家
統
合
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
､
改
め
て
科
孝
的
分

析
が
要
求
さ
れ
つ
つ
あ
る
｡

わ
れ
わ
れ
の
共
同
研
究
合
に
お
い
て
は
'
こ
れ
ま
で
の

｢
マ
ル
ク
ス
主
義
的
経
済
帝
国
主
義
｣
論
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
､
世
界
史
的
か
つ
長
期
的
な
比
較
の
立
場
に
立

っ
て
､

｢帝
国
｣
の
原
理
と
類
型
を
整
理

･
検
討
し
ょ
う

と
す
る
｡

研
究
合
は
原
則
と
し
て
隔
週
月
曜
日
に
開
催
し
'
卒
均

二
つ
の
報
告
と
討
論
を
行
っ
て
い
る
｡
な
お
'
と
り
あ
え

ず
は
二
年
閲
を
も
っ
て
研
究
合
を
終
了
し
'
研
究
報
告
を



艮童T
刊
行
す
る
預
定
で
あ
る
｡

安
定
敢
膏
と
言
語

班
長

横
山

俊
夫

人
間
社
食
の
安
定
化
と
言
語
の
襲
質
と
の
か
か
わ
り
の

諸
相
を
､
生
物
群
集
の
研
究
者
と
と
も
に
多
面
的
に
解
明

す
る
｡
素
材
に
は
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
史
､
蛮

能
史
'
文
畢
史
､
科
畢
史
上
の
事
例
を
え
ら
ぶ
｡
こ
の
課

題
を
か
か
げ
る
の
は
現
代
の
科
畢
技
術
が
個
と
し
て
の
入

関
を
萎
縮
さ
せ
､
地
球
規
模
の
閉
塞
社
食
を
も
た
ら
し
は

じ
め
た
な
か
で
'
そ
れ
を
あ
か
る
い
安
定
融
合
に
襲
え
う

る
の
は
言
語
で
は
な
い
か
と
の
想
い
か
ら
で
あ
る
｡
な
お

参
考
資
料
と
し
て
､

1
七
世
紀
後
年
の
日
本
の
色
道
論
を

輪
讃
し
て
い
る
｡

こ
の
研
究
は
､
話
し
言
葉
や
名
づ
け
を
め
ぐ
る
試
行
的

共
同
研
究

｢言
語
力
の
諸
相
｣

(
一
九
九
七
-
九
八
)
早

｢新
妻
見
事
物
へ
の
名
づ
け
を
め
ぐ
る
畢
内
共
同
の
こ
こ

ろ
み
｣

(
一
九
九
八
)
の
成
果
を
ふ
ま
え
る
と
と
も
に
､

京
都
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ハ
ウ
ス
主
催

｢京
都
国
際
セ
ミ
ナ
ー
/

安
定
赦
合
の
総
合
研
究
｣

(
1
九
八
九
-
九
九
)
の
蓄
積

を
､
さ
ら
に
襲
展
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
｡

日
本
の
植
民
地
支
配
-
朝
鮮
と
董
潜
-班

長

水
野

直
樹

日
本
の
植
民
地
支
配
の
全
鰻
像
を
解
明
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
'
朝
鮮
と
蔓
湾
に
お
け
る
植
民
地
政
策
の
比
較
､

日
本
の
政
治

･
経
済

･
社
合
な
ど
と
の
関
連
に
重
鮎
を
置

い
て
'
研
究
を
進
め
て
い
る
o
日
本
史

･
朝
鮮
史

･
喜
湾

史
な
ど
の
研
究
者
に
ょ
る
共
同
研
究
と
し
て
､
研
究
の
親

鮎
'
資
料
の
問
題
な
ど
に
関
し
て
､
情
報

･
意
見
の
交
換

嚢

を
重
ね
て
い
る
｡

明
治
維
新
期
の
社
音
と
情
報

班
長

佐
々
木

克

明
治
維
新
期
は
'
お
お
ま
か
に
幕
末
の
蓄
膿
制
崩
壊
期

と
'
明
治
の
新
国
家
建
設
期
と
に
二
分
で
き
る
｡
し
か
し

何
れ
に
し
ろ
､
襲
革
期
で
あ
り
動
乱
期
で
あ
る
｡
権
力
は

動
揺
し
'
社
台
は
流
動
化
し
人
が
激
し
-
動
き
'
そ
し
て

噂

･
流
説
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
飛
び
か
う
.
そ
こ

で
､
権
力
も
組
織
も
人
も
､
情
報
を
求
め
'
必
要
と
し
､

か
つ
自
ら
も
発
信
し
て
ゆ
く
.
幕
府
や
藩
営
局
は
､
そ
れ

ぞ
れ
滞
日
の
情
報
蒐
集
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
い
た
｡
し
か

し
俸
銃
の
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
は
､
新
た
な
状
況
に
封
鷹
出

来
な
く
な
る
｡
ま
た
幕
府
は
政
治
や
外
交
に
関
し
て
は
'

情
報
統
制
を
基
本
と
し
て
き
た
が
'
そ
れ
が
崩
れ
て
行

-
.
そ
う
し
た
な
か
で
､
知
識
人
や
在
村
の
エ
リ
ー
･L
連

が
､
濁
臼
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
､
情
報
の
蒐
集

･

妻
信
王
鮭
と
し
て
登
場
し
､
権
力
の
側
は
'
彼
ら
の
存
在

を
無
税
で
き
な
く
な
る
｡
こ
う
し
た
状
況
は
基
本
的
に

は
'
明
治
期
に
引
き
給
が
れ
る
が
､
新
た
な
問
題
も
登
場

す
る
｡
そ
れ
は
明
治
政
府
が
'
横
力
が
内
包
す
る
根
源
的

病
と
し
て
､
情
報
を
秘
匿

･
牒
匿
し
よ
う
と
す
る
基
本
的

性
格
を
維
持
し
な
が
ら
､

一
方
で
､
政
府
は
民
衆
に
停
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
報
を
'
如
何
に
早
く
か
つ
虞
く
俸

達

･
徹
底
さ
せ
る
か
､
す
な
わ
ち
情
報
公
開
と
い
う
重
要

な
課
題
に
直
面
す
る
の
で
あ
り
'
こ
う
し
た
状
況
の
な
か

で
'
民
衆
自
腹
も
､
新
た
な
課
題
に
就
く
こ
と
を
迫
ら
れ

る
の
で
あ
る
｡
本
研
究
は
'
以
上
の
よ
う
な
薫
態
を
ふ
ま

え
て
､
明
治
維
新
と
い
う
襲
草
期
に
お
け
る

(情
報
)
に

か
か
わ
る
諸
問
題
を
'
総
合
的
に
検
討
し
て
み
ょ
う
と
意

囲
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
｡

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
聾
術
の
研
究

班
長

宇
佐
美

賛

l
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇

一
年
に
い
た
る
四
年
閲
の
預

定
で
襲
足
し
た
共
同
研
究
班
で
あ
る
｡

二
〇
世
紀
初
頭
に
お
い
て
蛮
術
概
念
と
表
現
理
論
と
を

大
き

く
韓
換
さ
せ
た
､
い
わ
ゆ
る
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
垂

術
を
今
日
的
な
税
鮎
か
ら
総
合
的
に
再
検
討
す
る
こ
と
を

主
眼
と
す
る
｡
そ
の
場
合
､
文
畢

･
美
術

･
苦
楽

･
演

劇

･
映
歪
な
ど
諸
ジ
ャ
ン
ル
相
互
間
の
関
わ
り
'
科
畢
技

術
の
進
展
'
ま
た
政
治
経
済
や
社
台
の
襲
動
が
及
ぼ
し
た

影
響
､
そ
し
て
思
想
史
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
な
ど
に
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
､
同

時
に
こ
の
運
動
に
お
い
て
は
世
界
的
な
並
行
現
象
な
い
し

は
波
及
数
巣
が
見
ら
れ
る
鮎
を
充
分
に
考
慮
し
て
､
西
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
み
を
南
野
に
収
め
る
の
で
は
な
く
'
日
本

･

中
図

･
ロ
シ
ア
･
ア
メ
リ
カ
･
そ
の
他
の
諸
国
と
の
比
較

封
照
の
親
鮎
を
も
重
税
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
0

な
お
時
代
区
分
と
し
て
は
､
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
三
〇
年

代
ま
で
を
取
り
扱
う
｡
研
究
合

は
原
則
と
し
て
隔
週

に
開

催
し
'
す
で
に
三
年
近
く
に
わ
た
っ
て
口
頭
詮
表
と
討
議

と
を
積
み
重
ね
て
き
た
が
'
最
終
年
度
と
な
る
二
〇
〇
〇

年
に
は
論
文
執
筆
に
と
り
か
か
り
､
二
〇
〇

一
年

春
に
は

報
告
書
の
刊
行
を
預
冠
し
て
い
る
｡

植
民
地
主
義
と
人
類
畢

班
長

山
路

勝
彦

人
類
畢
と
そ
の
周
通
話
料
翠
の
襲
展
は
､
西
欧
に
よ
る

非
西
欧
地
域
へ
の
政
治

･
経
済
的
進
出
と
密
接
に
結
び
つ

い
て
い
た
｡
し
か
し
､
そ
れ
は
単
純
に
人
類
草
が
植
民
地

支
配
の
道
具
で
あ
っ
た
t
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

の
で
は
な
い
｡
ま
た
日
本
と
東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
'

植
民
地
支
配
も
多
く
の
複
雑
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
｡
こ

う
し
た
問
い
か
け
に
答
え
る
た
め
に
骨
研
究
合
が
組
織
さ

･13

れ
た
.
三
年
日
は
最
終
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
､
研
究



東 方 畢 報

成
果
の
具
鮭
的
な
計
葺
を
前
提
に
議
論
を
進
め
た
｡

空
間
と
移
動
の
敢
青
史

班
長

前
川

和
也

･第
二
年
目
を
迎
え
た
本
研
究
班
で
は
､
前
年
度
に
ひ
き

つ
づ
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
､
東
ア
ジ
ア
､
西
ア
ジ
ア
の
前
工
業

化
社
合
を
中
心
と
し
て
､
人
'
も
の
､
情
報
の
移
動
の
薫

態
､
そ
の
よ
う
な
移
動
を
ひ
き
お
こ
し
た
歴
史
状
況
､
移

動
を
規
制
す
る
シ
ス
テ
ム
､
移
動
に
と
も
な
う
空
間
認
識

の
襲
化
な
ど
の
問
題
を
議
論
し
て
き
た
.
今
年
度
は
具
鮭

的
に
は
'

｢デ
ィ
ア
ス
ボ
ラ
｣
問
題

(
1
七
世
紀
オ
ラ
ン

ダ
の
ユ
ダ
ヤ
人
社
食
な
ど
)
､
廉
域
的
な
商
業
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
に
と
も
な
-
移
動

(中
世
の
地
中
海
貿
易
､

ス
ペ
イ
ン
･
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
世
界
制
覇
'
オ
ラ
ン
ダ

･
イ

ギ
リ
ス
の
東
イ
ソ
ド
合
政
貿
易
､
貿
易
の
た
め
の
近
代
的

組
織
の
形
成
'
華
僑

･
印
僑
の
通
商
網
)
'
人
の
移
動
と

文
化
の
俸
播

(啓
蒙
期
の
秘
密
結
社
､
西
欧

へ
の
留
翠
､

蛮
能
者
の
遍
歴
)
､
空
間
の
認
識
と
表
象

(古
代

メ
ソ
ポ

守
,､
ア
､
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
理
空
間
認
識
'
啓
蒙
期

ラ
ラ
ン
ス
の
版
行
記
､

一
九
世
紀
英
国

の
旋
行
者
と
旗

行
記
)
､
特
定
の
区
域
内
で
移
動
す
る
社
合
集
園

の
特
質

(
遍
歴
職
人
､

巡
回
裁
判
､
托
鉢
修
道
士
､

｢宿
営
社

食
｣
)
な
ど
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
｡

テ
ク
ス
ト
の
政
治
寧
-
危
機
の
時
代
に
お
け
る
理
論

･
批

評
1

.

班
長

上
野

成
利

二
〇
世
紀
の
前
寧
期
は
､
近
代
的
な
人
間
諸
科
翠

の

｢危

機
｣
が
表
面
化
し
､
そ
の
克
服
を
め
ぐ
る
言
説
が
さ

ま
ざ
ま
な
領
域
で
浮
上
し
て
い
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
｡
し

か
し
こ
れ
ら
の
言
説
に
は
'
近
代
み
ず
か
ら
が
自
己
自
身

の
あ
り
よ
う
を
批
判
す
る
と
い
う
屈
折
し
た
自
己
意
識

が
､
き
わ
め
て
先
鋭
的
な
か
た
ち
で
表
現
さ
れ
て
い
る
と

い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
｡
こ
う
し
た
テ
ク
ス
ト
の
ね
じ
れ

を
解
き
ほ
ぐ
し
な
が
ら
'
そ
れ
ら
の
言
説
に
刻
印
さ
れ
た

近
代
的
な
思
想
の
回
路
を
明
ら
か
に
し
､
そ
れ
が
近
代
社

合
の
あ
り
よ
う
と
ど
の
よ
う
に
絡
み
合
っ
て
い
る
の
か
を

槍
琵
す
る
こ
と
1
こ
れ
が
本
研
究
班
の
基
本
的
な
ね
ら
い

で
あ
る
｡
具
鰻
的
に
は
､
管
掌
､
赴
合
理
論
か
ら
科
畢

論
､
さ
ら
に
は
文
革

･
蛮
術
批
評
に
い
た
る
ま
で
､
営
時

｢危
機
｣
を
め
ぐ
っ
て
日
本
と
欧
米
で
書
か
れ
た
さ
ま
ざ

ま
な
領
域
の
テ
ク
ス
ト
が
､
わ
れ
わ
れ
の
考
察
の
封
象
と

な
る
.
二
年
目
に
あ
た
る
本
年
は
'
主
と
し
て
一
九
三
〇

年
代
に
日
本
で
書
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
を
中
心
的
に
取
-

上

げ
た
が
'
同
時
に
そ
の
欧
米
思
想
と
の
交
渉
の
動
態
に
も

注
意
を
排
い
な
が
ら
検
討
作
業
を
進
め
て
い
る
｡

サ
ー
マ
ヴ

ュ
ー
ダ
基
礎
資
料
集
成

班
長

藤
井

正
人

ヴ
ェ
-
ダ
文
献
の
車
で
祭
式
歌
詠
を
内
容
と
す
る
サ
ー

マ
グ
ェ
-
ダ
の
文
字
資
料
を
統

一
的
に
整
理
し
編
集
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
､
サ
ー
マ
グ
ェ
-
ダ
の
基
礎
資
料
を
集
成

す
る
こ
と
が
こ
の
共
同
研
究
の
目
的
で
あ
る
｡
未
出
版
の

ジ
ャ
イ
ミ
ニ
ー
ヤ
沢
サ
ー
マ
グ
ェ
-
ダ
の
各
種
寓
本
を
中

心
に
研
究
を
進
め
る
が
'
他
故
の
停
承
を
も
封
象
に
含
め

る
｡
文
献
畢
'
祭
式
拳
､
音
柴
草
を
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
門
と

す
る
研
究
者
の
国
際
的
な
協
力
の
も
と
に
行
な
う
サ
ー
マ

ヴ
ュ
ー
ダ
の
維
合
研
究
の
第

1
段
階
と
し
て
'
サ
ー
マ
グ

ェ
-
ダ
全
鮭
の
総
索
引
の
出
版
を
嘗
面
の
目
標
と
し
て
い

る
｡
研
究
形
態
は
'
各
班
員
が
資
料
の
据
雷
を
分
け
て
行

な
う
分
業
と
'
班
員
閲
の
作
業
の
調
整
と
内
容
の
検
討
を

行
な
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
二
つ
か
ら
な
る
｡
こ
の
研
究
班

は
サ
ー
マ
グ
ェ
-
ダ
に
関
す
る
専
門
知
識
を
次
世
代
に
俸

え
る
こ
と
も
意
園
し
て
い
る
の
で
､
若
い
研
究
者
を
班
員

に
加
え
て
い
る
｡

一
年
目
の
研
究
成
果
の
一
部
を
'
第
二

回
国
際
ヴ
ェ
-
ダ
畢
ワ
ー
ク
シ
Tn
ツ
プ
に
お
い
て
パ
ル
ボ

ラ
が
報
告
し
た
｡

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
研
究
-
エ
ロ
ス
と
そ
の
表
象
を
め
ぐ

っ
て
1

班
長

大
浦

康
介

本

研
究
は
､
文
学
ア
ク
ス
･L
､
槍
童
､
篤
農
へ
映
毒
､

ビ
デ
オ
な
ど
､
さ
ま
ざ
ま
な
媒
睦
を
つ
か
っ
た
性
表
象
の

分
析
を
つ
う
じ
て
'
エ
ロ
ス
の
内
案
と
そ
の
表
象
可
能
性

や
'
そ
れ
ら
の
表
象
を
横
断
す
る

(
玉
堤
)
I

(
社
食
)
I

(
民
族
)
､

(
国
家
)
､

(
性
差
)
へ

(
宗
教
V
t

へ
倫
理
)

な
ど
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｡
近
代

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る

｢
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
夜
明
｣
を
ひ

と
つ
の
目
安
と
し
て
､
日
本
近
現
代
の
性
表
象

･
性
文
化

や
中
国
､
ア
メ
-
カ
の
事
例
な
ど
を
検
討
し
つ
つ
'
こ
の

分
野
で
の
あ
ら
た
な
理
論
的
地
平
を
模
索
し
た
い
｡
期
間

は
さ
し
あ
た
り
三
年
間
'
原
則
と
し
て
月
二
回

(隔
週
水

曜
日
)-
の
集
ま
り
を
預
定
し
て
い
る
0

一
七
八
九
年
人
権
宣
言
成
立
過
程
の
研
究

班
長

富
永

茂
樹

こ
の
共
同
研
究
は

｢人
間
と
市
民
の
権
利
の
宣
言
｣
の

成
立
過
程
を
詳
細
に
た
ど
り
つ
つ
'
そ
こ
に
現
れ
た
市
民

の
概
念
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
｡
そ
の
た

め
の
手
が
か
り
と
し
て
､

一
七
八
九
年
に
議
合
の
内
外
で

夜
表
さ
れ
た
数
多
く
の
人
権
宣
言
草
案
の
う
ち
著
者
や
内

容
の
鮎
で
重
要
と
判
断
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
を
選
定
し
､
そ

の
精
確
な
勅
語
を
作
成
す
る
作
業
を
つ
づ
け
､
さ
ら
に
最

終
年
度
に
あ
た
る
今
年
度
の
後
半
に
は

一
七
八
九
年
七
-

八
月
の
国
民
譲
合
で
の
宣
言
を
め
ぐ
る
議
論
'
と
り
わ
け

八
月
二
〇
日
か
ら
二
六
日
に
か
け
て
宣
言
の
個
々
の
候
文

82()



が
成
立
す
る
さ
い
の
討
論
過
程
に
も
詳
し
い
検
討
を
加
え

た
｡
こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
の
讃
解
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た

の
は
､
近
代
市
民
融
合
の
誕
生
の
瞬
間
に
､
市
民
の
権
利

と
義
務
､
所
有
､
赴
倉
的
結
合
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

め
ぐ
っ
て
動
員
さ
れ
､
衝
突
し
あ
い
さ
も
な
く
ば
す
れ
違

う
言
説
と
観
念
の
ダ
イ
ナ
,(,
ス
ム
で
あ
る
o
預
荒
し
た
テ

ク
ス
ト
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
翻
講
が
完
了
し
た
の
で
､
今
後

は
こ
れ
ら
の
謡
文
を
整
理
し
た
の
ち
､
し
か
る
べ
き
か
た

ち
で
刊
行
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
｡

イ
ン
ド
文
化
史
の
諸
問
題
-
テ
ク
ス
ト
侍
承
と
寓
本
-

班
長

井
狩

爾
介

甫
ア
ジ
ア
の
よ
う
な
多
言
語
融
合
に
お
い
て
リ
ン
ガ
フ

ラ
ン
カ

(共
通
語
)
と
し
て
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
テ
ク

ス
ト
博
承
を
扱
う
場
合
'
停
承
の
過
程
に
お
い
て
生
じ
る

時
間
的
要
因

(言
語
鎧
系
の
歴
史
的
変
遷
)
と
地
域
的
要

因

(各
地
域
に
お
け
る
地
方
語
音
読
の
影
響
と
罵
本
文
字

の
変
容
)
と
に
ょ
る
テ
ク
ス
ト
変
容
の
可
能
性
は
つ
ね
に

重
要
な
槍
討
課
題
と
な
る
｡
本
研
究
で
は
'
ヴ
ェ
-
ダ
文

厭
の
俸
承
､
特
に
南
イ
ン
ド

･
ケ
ラ
ラ
地
域
の
蔦
本
と
口

頭
俸
承
資
料
に
焦
鮎
を
あ
て
､
ヴ
ェ
-
ダ
文
献
俸
承
の
諸

特
徴
を
分
析
し
っ
つ
テ
ク
ス
ト
の
批
判
刊
本
を
作
成
す
る

た
め
に
必
要
な
前
提
知
識
を
総
括
す
る
｡

進
化
論
を
蔑
む

班
長

阪
上

孝

ダ
ー
ウ
ィ
ン

｢種
の
起
源
｣

の
刊
行
以
来
'

(
進
化

読
)
は
人
文

･
赴
倉
科
撃
の
領
域
に
ま
で
大
き
な
影
響
を

典
え
'
近
代
科
畢
全
般
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
･
シ
フ
ト
を
も
た

ら
し
た
｡

(
進
化
論
)
を
手
が
か
り
に
す
る
こ
と
で
'
近

現
代
の
知
識
と
赦
合
に
ふ
く
ま
れ
る
問
題
性
を
解
明
す
る

こ
と
も
可
能
と
な
ろ
う
｡
こ
う
し
て
本
研
究
班
は

(
進
化

読
)
を
め
ぐ
る
基
本
的
な
テ
ク
ス
･L･
を
謹
む
こ
と
を
主
眼

に
活
動
を
進
め
て
き
た
｡
ダ
ー
ウ
ィ
ン
'
ラ
マ
ル
ク
'
マ

ル
サ
ス
'
ス
ペ
ン
サ
ー
､
へ
ッ
ケ
ル
'
ハ
ク
ス
リ
ー
な
ど

の
重
要
な
文
献
に
つ
い
て
は
す
で
に
検
討
を
終
え
､
班
員

の
あ
い
だ
で
あ
る
程
度
の
知
見
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

た
｡
そ
こ
で
本
研
究
班
の
一
年
間
の
活
動
を
蹄
め
く
-
る

に
あ
た
っ
て
､
最
後
に

(
進
化
論
)
の
科
畢
史
的
な
位
置

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
｡
次
年
度
に
は
､
こ
れ
ま
で
の

作
業
を
足
が
か
り
に

｢進
化
論
と
社
食
｣
を
主
題
と
す
る

本
格
的
な
共
同
研
究
を
始
め
る
こ
と
を
預
定
し
て
い
る
｡

｢
進
化
論
｣
と
融
曹

班
長

阪
上

孝

(
進
化
論
)
の
影
響
が
た
ん
に
自
然
科
肇
の
領
域
に
と

ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
'

｢生
存
闘
争
｣
や

｢適

者
生
存
｣
と
い
っ
た
用
語
が
短
期
間
の
う
ち
に
多
く
の
社

食
に
普
及
し
て
い
っ
た
事
案
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ

-
｡
し
か
し
進
化
論
的
な
思
考
横
式
は
'
そ
う
し
た
表
層

的
な
丞

冗
だ
け
で
な
く
､

一
九
世
紀
後
年
以
降
の
社
食
と

壁
間
の
枠
組
み
そ
の
も
の
に
深
-
根
を
下
ろ
し
て
い
る
｡

(
進
化
論
)
が
さ
ま
ざ
ま
な
社
倉
と
畢
問
分
野
で
ど
の
よ

う
に
理
解
さ
れ
'
受
容
さ
れ
､
批
判
さ
れ
て
い
っ
た
の
か

を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
､
近
現
代
の
証
倉

･
文
化

･
壁

間
の
あ
り
か
た
は
､
そ
の
問
題
性
も
ふ
く
め
て
明
ら
か
に

な
る
に
ち
が
い
な
い
.
こ
う
し
て
本
研
究
班
で
は
､
前
年

度
の

｢進
化
論
を
講
む
｣
班
で
の
到
達
鮎
を
ふ
ま
え

つ

つ
､

(
進
化
論
)
受
容
の
社
食
的

･
文
化
的
文
脈
を
探
る

べ
く
'

(
進
化
論
)
の
影
響
の
諸
様
態
に
つ
い
て
廉
く
槍

討
す
る
こ
と
に
し
た
.
現
在
､
暫
畢

･
精
神
雷
撃

･
社
食

畢

･
優
生
草
と
い
っ
た
草
間
分
野
ご
と

の
受
容
を
縦
軸

に
､
日
本

･
ア
メ
リ
カ
.
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
っ
た
地
域
ご

と
の
受
容
様
態
を
横
軸
に
据
え
な
が
ら
t

へ
進
化
論
)
の

受
容
と
批
剣
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
討
議
を
重
ね
て
い

る
｡
ま
た
､
そ
れ
と
並
行
し
て
､
共
通
の
問
題
意
識
を
高

め
､
論
鮎
を
明
確
化
す
る
た
め
に
､

(
進
化
論
)
に
ま
つ

わ
る
ト
ピ
ッ
ク
を
各
自
が
持
ち
寄
る
放
合
を
も
う
け
た
｡

次
年
度
も
こ
れ
ま
で
の
研
究
報
告

･
討
議
を
聴
漬
し
な
が

ら
'

｢進
化
論
と
赦
合
｣
を
め
ぐ
る
問
題
鮎
を
さ
ら
に
探

っ
て
ゆ
く
預
定
で
あ
る
｡

個

人

研

究

東
方
部

六
朝
隔
庸
精
神
史

吉
川

中
国
近
代
政
倉
思
想
研
究

狭
間

南
ア
ジ
ア
亜
大
陸
北
西
地
方
の
歴
史
考
古
撃
研
究

桑
山

中
園
古
代
の
俸
承
文
化
研
究

小
南

原
始
傍
数
起
源
論

荒
牧

中
国
美
術
の
横
式
と
意
味

曾
布
川

中
国
建
築
の
様
式

･
技
術

･
空
間

田
中

近
代
中
国
の
綿
紡
織
業

森

道
教
思
想
研
究

家
谷

敦
煙
幕
本
の
言
語
史
的
研
究

高
田

新
漢
字

コ
ー
ド
系
の
構
築

勝
村

中
国
古
代
中
世
の
法
制

富
谷

先
案
時
代
の
金
文

洩
原

中
国
の
小
説
､
演
劇
及
び
講
唱
文
聾
の
演
奨金

清
代
の
文
化
と
赦
脅

井
班

忠
夫

直
樹

正
進

一
郎

典
俊竃淡

時
彦

邦
夫

時
雄

哲
也至

達
郎

文
京

Tleqco

陵

一
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舌
代
中
国
の
考
古
畢
研
究

岡
村

中
国
科
翠
の
基
礎
理
論

武
田

近
世
中
国
の
財
政
と
社
食

岩
井

川
西
走
廓
の
漠
戒
話
語
の
記
述
言
語
孝
的
研
究

池
田

中
国
中
世
畢
術
史
の
研
究

木
島

中
国
小
畢
史

森
賀

中
国
係
数
美
術
の
研
究

相
木

茂 時 秀
樹 昌 典巧

史
雄

1
意

寮
生

前
近
代
朝
鮮
の
政
治
制
度
と
社
合
制
度

欠
木

表

ム
ガ
ル
朝
時
代
の
歴
史
叙
述
の
研
究

県
下

裕
之

中
国
近
代
の
社
合

･
文
化
構
造

高
嶋

航

中
国
隔
唐
期
に
お
け
る
疾
病
認
識
1
『諸
病
原
侯
論
』

を
軸
に
1

東
郷

俊
宏

魂
晋
南
北
朝
時
代
の
注
樺
単

音
勝

隆

一

中
国
近
世
の
国
家
支
配
の
研
究

古
松

崇
志

日
本
部

1
九
世
紀
に
お
け
る
明
治
維
新

佐
々
木

克

｢
日
本
植
民
地
帝
国
｣
の
経
済
史
的
研
究

山
本

有
造

前
近
代
日
本
の
文
明
史
的
研
究

横
山

俊
夫

近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
法
と
政
治山

室

信

一

近
代
朝
鮮
の
政
治
と
社
食

水
野

直
樹

戦
前
期
日
本
の
工
業
化
と
華
僑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

龍
谷

直
人

江
戸
時
代
天
文
暦
嬰
の
文
化
史
的
研
究

小
林

博
行

近
代
日
本
民
俗
誌
シ
ス
テ
ム
の
研
究

菊
池

暁

西
洋
部

知
識
と
祉
脅
制
度

阪
上

孝

シ
ュ
メ
ー
ル
行
政

･
経
済
文
書
の
研
究

前
川

和
也

古
代
イ
ン
ド

･
ヴ
ェ
-
ダ
祭
式
の
構
造
と
歴
史
的
展
開

の
研
究

井
狩

爾
介

フ
ラ
ン
ス
の
詩
撃

宇
佐
美

斉

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
近
代
的
主
値
の
成
立

富
永

茂
樹

南
ア
ジ
ア
の
宗
教
と
社
合

田
中

雅

一

文
畢
理
論
の
研
究

大
浦

康
介

後
期
ヴ
ェ
-
ダ
文
献
の
成
立
史
研
究
-
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ

か
ら
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
へ
-

藤
井

正
人

初
期
近
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
治
文
化

小
山

哲

人
種

･
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
論

竹
浮

泰
子

フ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
畢
浜
の
政
治
思
想

上
野

成
利

中
世
イ
タ
リ
ア
の

｢家
｣

高
田
京
比
子

共
和
国
の
法
と
道
徳
-
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
に
お

け
る
共
和
思
想
と
新

カ
ン
ト
沢
-

北
垣

徹

ポ
ー
ル
･
ヴ
ァ
レ
-
1
と
二
〇
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
思
想

森
本

淳
生

南
ア
ジ
ア
･
ム
ス
リ
ム
社
合
の
祉
合
構
造

小
牧

幸
代

事

業

概

況

夏
期
公
開
講
座
1
時
の
デ
ザ
イ
ン

七
月
九
日

明
治
維
新
と
古
代
文
化
の
復
興

漠
元
年
の
惑
星
集
合

七
月

一
〇
日

高
木

博
志

洩
原

達
郎

822

近
代
天
皇
制
の
文
化
史
的
研
究

士
族
の
研
究

ド
イ
ツ
国
家
嬰
と
近
代
日
本

近
代
日
本
の
言
語
政
策

高
木

博
志

落
合

弘
樹

瀧
井

一
博

安
田

敏
朗

東
方
部
研
究
舎

東
方
畢
報
第
七
十

一
掛
合
評
合

一
〇
月
二
七
日

木
島
論
文

一
二
月

l
日

小
南
論
文

寺
川
論
文

池
田

巧

古
勝

隆

一

東
郷

俊
宏

臨
床
馨
撃
に
お
け
る
時
間
の
知
I
中
国
雷
撃
の
窓
か
ら

東
郷

俊
宏

創
造
の
と
き

･
進
化
の
と
き
-
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を
中
心
に

阪
上

孝

開
所
七
十
周
年
記
念
公
開
講
演
舎

一
一
月

一
八
日

中
国
近
代
に
お
け
る
帝
国
主
義
と
国
民
国
家狭

間

直
樹

西
孝
の
俸
衆
と
明
清
時
代
の
薫
畢
思
想

杜

石
然

時
間
解
梓
と
日
本
の
影
響
-
中
国
近
代

に
お
け
る
過

去

･
現
在

･
未
来
の
概
念
-

マ
リ
ア
ン
ヌ

･バ
ス
チ
ド
ブ
ル
ギ
エ
ー
ル

t
九
九
九
年
度
漢
籍
塘
嘗
職
員
講
習
舎

(漢
籍
電
算
虚

哩
)

第

1
日

(九
月
二
七
日
)

圏
書
館
と
情
報
シ
ス
テ
ム

(講
演
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
教
授

金
津

正
憲

東
洋
畢
文
献
楽
日
の
編
纂
と
フ
ォ
ー
マ
ッ
･L
(講
義
)

村
田

康
彦



東
洋
畢
文
献
類
目
朋
子
鰹
の
作
成

(講
義
)

大
型
計
算
横
セ
ン
タ
ー
教
授

大
型
計
算
鹿
セ
ン
タ
ー
技
官

研
究
者
の
電
子
メ
デ
ィ
ア
利
用

(講
義
)

慶
鷹
義
塾
大
畢
教
授

第
二
日

(九
月
二
八
日
)

漢
字
コ
ー
ド
ー
外
字
の
虞
理
-

(講
義
)

大

型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
教
授

金
津

正
憲

河
野

典

上
田

修

一

w
w
w

に
よ
る
情
報
サ
ー
ビ
ス

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
教
授

浮
田

篤
史

畢
術
情
報
セ
ン
タ
ー
絶
合
目
録
に
お
け
る
中
国
書
目
銀

(講
義
)

畢
術
情
報
セ
ン
タ
ー
教
授

官
揮

彰

質
疑
鷹
答

勝
村

哲
也

一
九
九
九
年
度
漢
籍
塘
普
職
員
講
習
曹

(

初
級)

金
津

正
憲

大
型
計
算
枚
セ
ン
タ
ー
技
術
専
門
職
員

小
港

義
明

電
子
漢
字

(e
k
an
ji)
と
そ
の
属
性

(講
義
)

同

志
社
女
子
大草
非
常
勤
講
師

丹
羽

正
之

オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
で
の
東
洋
畢
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構

築

(講
義

･
賓
習
)

第

1
日

(
二

月
八
日
)

漢
籍
の
話

(講
演
)

日
銀
法

(講
義
)

薫
習

(
一
)

第
二
日

(
二

月
九
日
)

子
部

(講
義
)

大
谷
大
草
教
授

竺
沙

雅
章

梶
滞

晋

東
京
大
草
教
授

丘
山

新

大
型
計
算
横
セ
ン
タ
ー
助
教
授

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索

(
1
)

(賓
習
)

第
三
日

(九
月
二
九
日
)

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
教
授

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
技
術
専
門
職
員

最
近
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
動
向

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
手

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索

(
二
)

(責
習
)

第
四
日

(九
月
三
〇
日
)

抄
本

(古
文
書
)
の
套
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

大
阪
市
立
大
畢
教
授

安
岡

孝

一

(講
義
)

金
津

正
憲

横
井

佐
正

川
原

稔

責
習

(
二
)

第
三
日

(
1
1
月

1
0
日
)

史
部

(講
義
)

貴
習

(
≡
)

第
四
日

(
二

月

1

1日
)

経
部

(講
義
)

賓
習

(
四
)

第
五
日

(
二

月

1
二
日
)

集
部

(講
義
)

鹿
兄
島
大
草
助
教
授

質
疑
鷹
答

富
谷

至

古
顔

隆

一

高
津

孝

高
田

時雄

(講
義
)

柴
山

守

報

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
流
通
に
つ
い
て

(講
義
)

国
文
畢
研
究
資
料
館
助
教
授

伊
藤

銭
也

嚢

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索

(≡
)

(賓
習
)

第
五
日

(
一
〇
月

一
日
)

所

員

動

静

･
谷
井
陽
子

(東
方
部
)
助
手
は
､
解
任
の
上
､

(三
月

三

一
日
付
)
天
理
大
草
講
師
に
就
任
O

･
溝
田
臓
矢

(東
方
部
)
助
手
は
､
神
戸
大
畢
文
畢
部
講

師
に
昇
任

(
四
月

1
日
付
).

･
山
本
有
造

(
日
本
部
)
教
授
を
､
菅
研
究
所
長
及
び
附

属
東
洋
畢
文
戯
セ
ン
タ
ー
長
に
併
任

(
四
月

一
日
～
八

月
三

一
日
)0

･
山
路
勝
彦
関
西
畢
院
大
草
教
授
は
､
併
任
教
授

(比
較

文
化
研
究
部
門
､
四
月

1
日
～
二
〇
〇
〇
年
三
月
三

1

日
)0

･
塚
本
明
三
重
大
草
人
文
畢
部
助
教
授
は
､
併
任
助
教
授

(比
較
文
化
研
究
部
門
､
四
月

1
日
～
二
〇
〇
〇
年
三

月
三

1
日
).

｡
竹
淳
泰
子
筑
波
大
草
助
教
授
は
､
営
研
究
所
助
教
授

(西
洋
部
)
に
韓
任

(
四
月

一
日
付
)0

･
池
田
巧
立
教
大
畢
助
教
授
を
普
研
究
所
助
教
授

(東
方

部
)
に
採
用

(
四
月

一
日
付
)
｡

･
菊
地
暁
氏
を
助
手

(日
本
部
)
に
採
用

(
四
月

一
日

秤
)
｡

･
相
木
泰
生

(東
方
部
)
助
手
は
､
奈
良
国
立
博
物
館
畢

垂
課
に
韓
任

(五
月

1
日
付
)
o

･
古
松
崇
志
氏
を
助
手

(東
方
部
)
に
採
用

(五
月

一
六

日
付
)｡

･
桑
山
正
進

(東
方
部
)
教
授
を
､
普
研
究
所
長
及
び
附

属
東
洋
畢
文
献
セ
ン
タ
ー
長
に
併
任

(
二

月

一
日
～

二
〇
〇

1
年

1
0
月
三

1
日
)｡

･
勝

村
哲
也
教
授

(附
属
東
洋
畢
文
献
セ
ン
タ
ー
)
は
､

文
部
省
科
畢
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
'
卒
成

二

年

一

月
二
日
大
阪
護
'
ク
マ
サ
ー
ト
大
草
に
於
い
て
日

･
タ

イ
閲
の
通
信
回
線
利
用
状
況
の
調
査
な
ら
び
に
漢
字
の

国
際
的
流
通
に
関
す
る
協
議
を
行
い
､

有

六
日
厨

脚

園
｡
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･
勝
村
哲
也
教
授

(附
属
東
洋
畢
文
献
セ
ン
タ
ー
)
は
､

文
部
省
科
畢
研
究
費
補
助
金
に
ょ
り
､

1
月

一
六
日
大

阪
車
､
中
央
研
究
院
に
於
い
て
漠
字
の
国
際
的
利
用
に

関
す
る
協
議
を
行
い
､

1
月
二
〇
日
原
図
｡

･
高
田
時
雄
教
授

(東
方
部
)
は

'
卒
成

一〇

年

1
二
月

l
三
日
大
阪
敬
'
高
等
研
究
畢
院
に
於
い
て
敦
煙
の
言

語
生
活
に
関
す
る
研
究
及
び
講
演
を
行
い
､

一
月
二
一

日
帝
国
｡

･
小
牧
幸
代
助
手

(西
洋
部
)
は
､
委
任
経
理
金
に
よ

り
'
卒
成

1
0
年

二

月
二
四
日
大
阪
詮
､
ジ
ャ
マ
1

7
テ
･
イ
ス
ラ
ー
ミ
-
組
織
本
部

･
支
部
に
於
い
て
大

衆
的
イ
ス
ラ
ー
ム
運

動
の
動
向
研
究
お
よ
び
資
料
収
集

を
行
い
､
二
月
八
日
蹄
園
｡

･
虞
下
裕
之
助
手

(東
方
部
)
は
､

一
月
三

一
日
大
阪

襲
､
ラ
ー
ム
プ
ル
･
ラ
ザ
-
圃
書
館
に
於
い
て
ベ
ル
シ

ア
語
寓
本
調
査
､
ム
ソ
シ
ラ
ー
ム
マ
ノ
ハ
ル
ラ
ー
ル
に

於
い
て
イ
ン
ド
イ
ス
ラ
ム
史
に
関
す
る
資
料
収
集
を
行

い
､
二
月

一
五
目
顔
園
｡

･
金

文
京
助
教
授

(東
方
部
)
は
､
文
部
省
科
畢
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
'
二
月
二
二
日
大
阪
賛
､
ソ
ウ
ル
大

畢
中
国
文
畢
科
に
於
い
て
孝
子
説
話
研
究
に
つ
い
て
の

レ
ビ
ュ
ー
を
受
け
'
二
月

一
五
日
願
囲
｡

･
岡
村
秀
典
助
教
授

(東
方
部
)
は
､
文
部

省
科
挙
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､
三
月
四
日
大
阪
護
､
河
南
省
文
物

考
古
研
究
所
'
焦
作
市
文
物
工
作
除
に
於
い
て
府
城
遺

跡
の
護
掘
調
査
を
行
い
'
三
月

一
八
日
蹄
園
｡

･
勝
村
哲
也
教
授

(附
属
東
洋
聾
文
献
セ
ン
タ
ー

)
は
'

文
部
省
科
畢
研
究
費
補
助
金
に
ょ
り
､
三
月
九
日
成
田

詮
､
ハ
ー
バ
ー
ド
大
草
t
U
c
バ
ー
ク
レ
イ
校
に
於
い

て
漢
字
の
国
際
的
利
用
に
関
す
る
国
際
合
議

に
出
席

し
'
中
国
古
籍

･
中
国
古
地
囲
史
料
の
調
査
を
行
い
､

三
月

1
八
日
蹄
園
｡

･
東
郷
俊
宏
助
手

(東
方
部
)
は
､
三
月

l
四
日
大
阪

詮
､
北
京
中
馨
薬
大
草
､
中
馨
研
究
院
に
於
い
て
中
国

金
元
期
馨
草
書
'
本
草
書
に
関
す
る
研
究
資
料
収
集
'

鬼
常
飯
店
に
於
い
て
老
中
撃
臨
床
技
術

の
調
査
を
行

い
'
三
月
二
一
日
蹄
園
｡

･
勝
村
哲
也
教
授

(附
属
東
洋
畢
文
献
セ
ン
タ
ー
)
は
'

三
月
二
八
日
大
阪
費
､
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所

に
於
い
て
デ
ー
タ
交
換
に
つ
い
て
打
合
せ
な
ら
び
に
デ

ー
タ
の
交
信
賓
験
を
行
い
､
三
月
三
〇
日
厨
国
｡

･
岡
村
秀
典
助
教
授

(東
方
部
)
は
'

文
部
省
科
挙

研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､
四
月
四
日
大
阪
故
､
焦
作
市
文
物

際
に
於
い
て
府
城
遺
跡
の
調
査
､
中
国
社
倉
科
畢
院
考

古
研
究
所
に
於
い
て
調
査
結
果
の
検
討
を
行
い
､
四
月

一
八
日
蹄
園
｡

･
高
田
京
比
子
助

手

(西
洋
部
)
は
'
四
月
二
二
日
大
阪

敬
､
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
内
に
於
い
て
中
世
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
及
び
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
東
地
中
海
植
民
地
に
関
す
る

史
料
調
査
及
び
意
見
交
換
､
ク
レ
ク
島
に
於
い
て
中
世

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
東
地
中
海
植
民
地

(
ク
レ
タ
島
)
に

関
す
る
資
料
調
査
を
行
い
'
五
月
八
日
蹄
国
｡

･
桑
山
正
進
数
授

(東
方
部
)
は
'
五
月
七
日
大
阪
鞍
､

マ
ク
マ
ス
タ
大
草
に
於
い
て
ガ
ン
ダ
ー
ラ
係
数
研
究
国

際
集
合
に
出
席
し
'
五
月

一
四
日
帝
国
｡

･
岡
村
秀
典
助
教
授

(東
方
部
)
は
'
文
部

省
科
挙
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
'
五
月
五
日
大
阪
護
､
焦
作
市
文
物

除
に
於
い
て
府
城
遺
跡
の
調
査
'
河
南
省
文
物
考
古
研

究
所
に
於
い
て
調
査
結
果
の
検
討
を
行
い
'
五
月

一
六

目
顔
国
｡

･
龍
谷
直
人
助
教
授

(目
本
部
)
は
'
五
月
三

一
日
大
阪

詮
'
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
に
於
い
て
畢
術
講
演

合
参
加
及
び
襲
表
､
中
央
囲
書
館
墓
湾
分
館
に
於
い
て

資
料
調
査
を
行
い
､
六
月
二
日
願
図
0

･
勝
村
哲
也
教
授

(附
属
東
洋
畢
文
戯
セ

ソ
ク
ー
)
は
､

六
月

1
三
日
大
阪
襲
､
中
央
研
究
院
に
い
て
漢
籍
電
子

文
献
協
調
委
員
合
に
出
席
し
'
六
月

一
七
日
原
因
｡

･
古
勝
隆

一
助
手

(東
方
部
)

は
､

六
月

二
二
日
大
阪

護
'
中
央
研
究
院
に
於
い
て
漢
籍
電
子
文
献
協
調
委
員

合
に
出
席
し
､
六
月

一
七
日
原
図
｡

･
竹
滞
泰
子
助
教
授

(西
洋
部
)
は
'
文
部
省
科
畢
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､
六
月
二
三
日
成
田
襲
､
全
米
日
系

博
物
館
に
於
い
て
国
際
日
系
研
究
調
査
プ

ロ
ジ
ェ
ク
J･

合
議
に
出
席
'
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
草
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル

ス
校
､
同
バ
ー
ク
レ
ー
校
に
於
い
て
人
種
理
論
に
関
す

る
資
料
収
集
を
行
い
､
七
月
八
日
厨
国
｡

･
金

文
京
助
教
授

(東
方
部
)
は
､
七
月

一
五
日
大
阪

襲
､
中
央
研
究
院
に
於
い
て
世
襲
輿
維
新
･･晩
明
典
晩

清
的
文
畢
塾
術
検
討
合
に
出
席
､
論
文
襲
表
を
行
い
､

七
月

1
八
日
厨
園
｡

･
勝
村
哲
也
教
授

(附
属
東
洋
畢
文
献
セ
ン
タ
ー
)
は
､

文
部
省
科
挙
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
八
月
七
日
大
阪

･
費
､
デ
ン
マ
ー
ク
王
立
圏
書
館
に
於
い
て
グ
リ
ー
ン
ス

テ
ッ
ド
等
に
よ
っ
て
電
子
化
さ
れ
た
資
料
の
調
査
と
収

集
を
行
い
､
八
月

一
二
日
廃
園
｡

･
池
田

巧
助
教
授

(東
方
部
)
は

､
文
部
省
科
畢
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､
八
月

1
五
日
大
阪
襲
､
中
図
歳
畢
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研
究
中
心
に
於
い
て
安
多
語
の
調
査
研
究
を
行
い
'
八

月
二
九
日
頗
園
｡

･
富
谷

至
助
教
授

(東
方
部
)
は
､
委
任
経
理
金
に
よ

り
八
月

一
五
日
大
阪
襲
､
国
立
民
族
畢
博
物
館
､
国
立

博
物
館
､
ラ
イ
デ
ソ
大
草
に
於
い
て
研
究
打
合
せ
及
び

研
究
調
査
を
行
い
､
八
月
二
五
日
廃
園
｡

･
高
木
博
志
助
教
授

(
日
本
部
)
は
､
八
月
二
六
日
大
阪

更
､
洛
陽
､
長
春
､
大
連
市
内
に
於
い
て
近
代
国
家
と

民
衆
統
合
に
関
わ
る
現
地
調
査
を
行
い
､
八
月
二
九
日

原
図
｡

･
岡
村
秀

典
助
教
授

(東
方
部
)
は
､
文
部
省
科
畢
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､
八
月

1
六
日
大
阪
草
､
駅
西
歴
史

博
物
館
'
西
北
大
草
､
隣
西
省
考
古
研
究
所
に
於
い
て

江
南
系
玉
津
の
調
査
'
焦
作
市
文
物
工
作
除
に
於
い
て

府
城
遺
跡
出
土
品
の
調
査
､
北
京
大
草
に
於
い
て
調
査

成
果
の
槍
討
を
行
い
､
九
月
三
日
厨
園
｡

･
荒
牧
典
俊
教
授

(東
方
部
)
は
､
八
月
二

一
日
大
阪

護
'
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
草
に
於
い
て
国
際
沸
教
畢
合
に
出

席
'
ベ
ル
リ
ン
博
物
館
'
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
草
に
於
い
て

資
料
収
集
を
行
い
､
九
月
三
日
厨
園
｡

･
勝
村
哲
也
教
授

(附
属
東
洋
畢
文
戯
セ

ン
タ
ー
)
は
､

文
部
省
科
畢
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
八
月
二
八
日
大

阪
護
'
料
畢
ア
カ
デ
",
-
ナ
ツ
ア
グ
ド
ル
博
物
館
に
於

い
て
中
露
蒙
に
関
わ
る
資
料
収
集
と
情
報
韓
迭
賓
験
を

行
い
､
九
月
四
日
厨
園
｡

･
前
川
和
也
教
授

(
西
洋
部
)
は
､
七
月
二
八
日
大
阪

登
､
大
英
博
物
館
に
於
い
て
大
英
博
物
館
シ
ュ
メ
ー
ル

行
政

･
経
済
文
書
の
研
究
を
行
い
､
九
月
七
日
厨
囲
｡

･
富
谷

至
助
教
授

(東
方
部
)
は
､
文
部
省
科
挙
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､
九
月
三
日
大
阪
襲
､
南
京
博
物

院
､
上
海
博
物
館
に
於
い
て
新
出
文
字
資
料
に
関
す
る

最
初
情
報
の
収
集
と
調
査
を
行
い
､
九
月
七
日
廃
園
｡

･
水
野
直
樹
助
教
授

(
日
本
部
)
は
､
九
月
三
日
成
田

詮
'
ロ
シ
ア
現
代
史
資
料
研
究
保
管
セ
ン
タ
ー
に
於
い

て
朝
鮮
関
係
コ
-
ソ
テ
ル
ソ
文
書
の
調
査
を
行
い
､
九

月

一
七
日
帝
国
｡

･
森

時
彦
教
授

(東
方
部
)
は
､
九
月
五
日
大
阪
襲
'

中
国
社
倉
科
畢
院
近
代
史
研
究
所
に
於

い
て
畢
術
講

演
､
交
流
及
び
資
料
収
集
を
行
い
､
九
月

一
六
日
席

園
.

･
小
山

哲
助
教
授

(西
洋
部
)
は
'
文
部
省
科
畢
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､
九
月

1
五
日
大
阪
蒙
､
ワ
ル
シ
ャ

ワ
大
草
歴
史
畢
研
究
所
'
ワ
ル
シ
ャ
ワ
国
立
囲
書
館
､

チ
ャ
ル
ト
-
ス
キ
公
家
囲
書
館
に
於
い
て
貴
族
共
和
制

期
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
国
政
改
革
論
に
関
す
る
現
地

研
究
者
と
の
情
報
交
換
及
び
資
料
調
査
を
行
い
､
九
月

二
八
日
轟
園
｡

･
龍
谷
直
人
助
教

授

(
日
本
部
)
は
'
九
月
二
八
日
大
阪

護
､
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
草
に
於
い
て
南
洋
協
脅
刊
行
史

料
の
調
査
及
び

｢
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
の
関
係
｣
国
際

合
議
に
出
席
し
､

一
〇
月
三
日
帝
国
｡

･
高
木
博
志
助
教
授

(
日
本
部
)
は
､
文
部
省
科
聾
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､
九
月
二
七
日
大
阪
護
へ
1ニ

ー
ヨ

ー
ク
大
草
文
豊
科
､
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
草
東
ア
ジ
ア
研
究

所
､
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
草
に
於
い
て
日
米
共
同
研
究
に

関
す
る
打
合
せ
を
行
い
'
ハ
ー
バ
ー
ド
大
草
ラ
イ
シ
ャ

ワ
ー
研
究
所
に
於
い
て

｢
一
九
五
〇
年
代
の
諸
問
題
｣

を
め
ぐ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席

し
､

一
〇
月
五
日
厨

園
｡

･
龍
谷

直
人
助
教
授

(
日
本
部
)
は
､

一
〇
月

一
五
日
大

阪
吏
'
延
世
大
草
国
際
大
草
院
に
於
い
て
｢
ア
ジ
ア
通

商
網
と
近
代
日
本
と
の
関
係

一
八
八
〇
-

一
九
四
〇
｣

に
関
す
る
研
究
､
資
料
収
集
を
行
い
､
l〇
月

1
八
目

厨
園
｡

二
向
田
時
雄
教
授

(東
方
部
)
は
'

1
0
月

1
八
日
大
阪

吏
'
中
正
大
草
に
於
い
て

｢言
語
聾

と
漢
文
悌
典
に
つ

い
て
｣
の
講
演
合
に
出
席
し
､

一
〇
月
二
六
日
頗
園
｡

･
勝
村
哲
也
教
授

(附
属
東
洋
畢
文

献
セ
ン
タ
ー
)
は
'

1
0
月
二
六
日
大
阪
詮
t
T
h
e
N
atio
n
a
l
A
cad
em
y

o
f
the
K
o
rea
n
L
a
n
g
uag
e
に
於

い
て電
算

虚

理

に

関
す
る
国
際
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
に
出
席
し
'

1
0
月
二

九
日
麻
固
｡

･
岡
村
秀
典
助
教
授

(東
方
部
)
は
､
文
部
省
科
畢
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､

1
0
月

1
九
日
大
阪
登
'
山
東
省

博
物
館
'
北
京
大
草
等

に
於
い
て
造
出
'
玉
器
の
調

査

･
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
､

二

月
四
日
厨
国
｡

･
大
浦
康
介
助
教
授

(西
洋
部
)
は
'

二

月
七
日
大
阪

委
'
中
国
京
劇
院
に
於
い
て
日
傍
共
同
演
劇
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
参
加
及
び
京
劇
研
究
の
た
め
の
資
料
収
集
を

行
い
､

二

月

二

日
厨
国
｡

･
田
中
雅

1
助
教
授

(
西
洋
部
)
は
､
文
部
省
科
挙
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､

二

月
九
日
大
阪
蔓
､
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
大
豊
､
マ
カ
ラ
国
立
大
学
に
於
い
て
イ
ン
ド
人
移

民
の
調
査
を
行
い
､

二

月
二
二
日
厨
園
｡

･
虞
下
裕
之
助
手

(東
方
部
)
は
､
文
部
省
科
撃
研
究
費

補
助
金
に
よ
り
'

二

月
二
〇
日
大
阪
N
'
大
英
国
書

cS

舘
'
王
立
ア
ジ
ア
協
合
に
於

い
て
チ
ャ
ガ
タ
イ
･
ト
ル



東 方 畢 報

コ
語
'
ベ
ル
シ
ア
語
文
願
の
諸
馬
本
研
究
を
行
い
'

一

二
月

1
日
顔
国
｡

･
横
山
俊
夫
教
授

(日
木
部
)
は
'
文
部
省
在
外
研
究
員

放
費
に
よ
り
､

一
〇
月
六
日
大
阪
蒙
､
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
草
､
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
草
に
於
い
て
前
近
代
日

用
百
科
書
の

日
英
比
校
研
究
に
関
す
る
資
料
調
査
を
行

い
､

一
二
月
五
日
蹄
園
｡

･
森
賀

一
幕
助
手

(東
方
部

)
は
'
二

月
三
〇
日
大
阪

登
､
フ
ラ
ン
ス
科
畢
研
究
セ
ン
タ
ー
､
フ
ラ

ソ
ス
敢
脅

科
挙
院
､
東
ア
ジ
ア
言
語
研
究
所
に
於
い
て
甲
骨
文
豪

現
百
周
年
記
念
国
際
合
議
に
お
い
て
報
告
を
行
い
'

1

二
月
四
日
麻
園
｡

こ
向
嶋

航
助
手

(東
方
部
)
は
'

二

月
三
〇
日
大
阪

詮
､
第

一
歴
史
槽
案
館
､
南
京
囲
書
館
に
於

い
て
清
代

裁
判

･
財
政
文
書
の
閲
覧
及
び
収
集
､
上
海
囲
書
館
に

於
い
て
民
国
期
新
聞
の
閲
覧
収
集
を
行
い
､

二

一月

一

四
日
賦
国
｡

･
大
浦
康
介
助
教
授

(西
洋
部
)
は
､

1
二
月
九
日
大
阪

襲
'
香
港
大
草
に
於
い
て

｢香
港
の
中
の
日
本
/
日
本

の
中
の
香
港
｣
に
関
す
る
研
究
集
合
に
出
席
し
'
1
二

月

一
二
日
願
園
｡

･
田
中
雅

一
助
教
授

(西
洋
部
)
は
､

一
二
月
九
日
大
阪

襲
､
香
港
大
草
に
於
い
て

｢香
港
の
中
の
日
本
/
日
本

の
中
の
香
港
｣
に
関
す
る
研
究
集
合
に
出
席
し
'
一
二

月

一
二
目
顔
園
｡

･
小
牧
幸
代
助
手

(西
洋
部
)
は
'
文
部
省
科
挙
研
究
費

補
助
金
に
よ
り
'

1
二
月

一
〇
日
大
阪
襲
'
パ
キ
ス
タ

ソ
国
立
言
語
畢
研
究
所
に
於

い
て
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
に

お
け
る
言
語
と
イ
ス
ラ
ー
ム
化
の
問
題
に
関
す
る
調

査
､
科
畢
ア
カ
デ
ミ
ー
歴
史
研
究
所
に
於
い
て
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
化
の
問
題
に
関
す
る

調
査
､
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
草
研
究
所
に
於
い
て
パ
ン
ジ
ャ

ー
プ
州
に
お
け
る
言
語
と
イ
ス
ラ
ー
ム
化
の
問
題
に
関

す
る
調
査
､
ジ
ヤ
マ
-
ア
テ
･
イ
ス
ラ
ミ
ー

イ
ス
ラ

マ
バ
ー
ド
支
部
に
於
い
て
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
イ
ス

ラ
ー
ム
化
の
問
題
に
関
す
る
調
査
を
行
い
'

一
二
月
二

七
日
厨
園
｡

･
勝
村
哲
也
教
授

(附
属
東
洋
畢
文
献
セ
ン
タ
ー
)
は
､

文
部
省
科
挙
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､

1
二
月

〓
ハ
日

大
阪
費
､
国
立
国
語
研
究
院
に
於
い
て
朝
鮮
文
献
の
集

成
に
関
す
る
研
究
打
ち
合
わ
せ
と
成
果
と
り
ま
と
め
を

行
い
､
t
二
月

1
八
日
原
図
｡

二
向
田
時
雄
教
授

(東
方
部
)
は

､

1
二
月

一
六
日
大
阪

詮
､
北
京
大
草
歴
史
系
に
於
い
て
中
西
交
渉
史
に
関
す

る
研
究
及
び
講
演
を
行
い
'

一
二
月
三
〇
日
蹄
国
｡

外
国
人
研
究
員

･
L
am
b
e
rt
S
chm
ithausen
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
草
教
授

梼
伽
経
の

哲
翠
と
環
境倫
理

(日
本
畢
客
員
部
門
)

受
入
教
官

荒
牧
教
授

期
聞

l
月

一
八
日
～
四
月
二
三
日

･
As

k
o
P
arp
ola
へ
ル
シ
ソ
キ
大
草
教
授

サ
ー
マ
グ
ェ
-
ダ
の
文
献
と
停
承

(比
較
紅
合
客
員
部

門
)

受
入
教
官

藤
井
助
教
授

期
間

二
月

1
日
-
1
二
月
1
10
日

･
A
n
ton
y
M
a
rtin
B
est

ロ
ン
ド
ン
大
草
国
際
関
係

史
孝
部
専
任
講
師

1
九
三
〇
年
代
の
日
英
間
の
相
互
認
識
と
脅
威
の
本
質

(日
本
畢
客
員
部
門
)

受
入
教
官

龍
谷
助
教
授

期
間

七
月

一
日
～
二
〇
〇
〇
年
四
月
三
〇
日

招
聴
外
国
人
単
著

･
T
a
k
ash
i
F
u
jitan
i
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
草
サ
ン
デ

ィ
エ
ゴ
校
歴
史
畢
部
準
教
授

大
卒
洋
戦
争
に
お
け
る
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
出
身
兵

士
の
比
較
研
究

受
入
教
官

水
野
助
教
授

期
間

1
月

1
二
日
～
三
月
二
五
日

･
金

慶
南

釜
山
大
草
校
韓
国
民
族
文
化
研
究
所
研
究

助
敦

一
九
三
〇
-
四
〇
年
代
に
お
け
る
朝
鮮
の
綿
紡
績
工
業

化
と
努
働
力
再
生
産

受
入
教
官

水
野
助
教
授

期
間

四
月

1
日
～

7
0
月
三

1
日

･
馬

彪

北
京
師
範
大
草
歴
史
畢
部
助
教
授

後
漠
政
治
史
の
研
究

受
入
教
官

富
谷
助
教
授

期
間

四
月

一
日
～
二
〇
〇
〇
年
三
月
三
一
日

･
K
ristin
e
D
en
n
eh
y

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
草
ロ
ス

ア
ン
ジ
ェ
ル

ス
佼
歴
史畢
部
博
士
課
程

戦
後
日
本
に
お
け
る
植
民
地
朝
鮮
の
記
憶

受
入
教
官

水
野
助
教
授

期
間

四
月

1
日
～
二
〇
〇
〇
年
三
月
三

一
日

こ
.M
arie
C
re
a
m
er
イ
リ
ノ
イ
大
草
人
類
畢
研
究
科

博

士

課
程

日
本
女
性
の
海
外
旋
行
燈
験
の
調
査

受
入
教
官

田
中
助
教
授

期
間

七
月
六
日
～
八
月
二
七
日

･O.Fran
ck
V
en
ture
パ
-
第
七
大
草
東
ア
ジ
ア
研

究
科
博
士
課程
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出
土
資
料
に
よ
る
段
周
史
の
研
究受

入
教
官

高
田
教
授

期
間

七
月
六
日
～
八
月
二
七
日

･
張

東
実

慶
北
大
畢
校
師
範
大
草
歴
史
教
育
科
教
授

宋

二
鳥
麗
交
渉
史
料
の
収
集
と
研
究

受
入
教
官

富
谷
助
教
授

期
間

九
月

一
日
～
二

〇
〇
〇
年
八
月
三
一
日

･
G
.A
u
rora
T
esta

イ
タ
リ
ア
図
立
東
方
畢
研
究
所

員唐
代
洛
陽
城
の
考
古
草
的
研
究

受
入
教
官

桑
山
教
授

期
間

九
月
二
〇
日
～
二
〇
〇
〇
年
九
月

一
九
日

･
F
.
D

an
ie
l
V
oeg
e
ti

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
草
文
革
部
博

士
課
程

ヴ
ァ
-
ド
ゥ
-
ラ
･
シ
ュ
ラ
ウ
タ
ス
ー
ト
ラ
第
五
章

(
動

物
犠
牲
祭
)
の
研
究

受
入
教
官

井
狩
教
授

期
閲

二

月

7
日
～
二
〇
〇
〇
年

一
〇
月
三
1
日

･
王

才
強

国
立
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
草
建
築
系
準
教
授

磨
長
安
城
と
日
本
の
都
市

･
建
築
の
研
究

受
入
教
官

田
中
教
授

期
閲

二

月

一
五
日
～
二
〇
〇
〇
年
二
月

7
四
日

･
李

範
文

寧
夏
社
倉
科
畢
院
研
究
員

西
夏
語
お
よ
び
中
期
中
国
語
の
研
究

受
入
教
官

高
田
教
授

期
間

7
二
月

一
日
～
一
二
月

1
四
日

報

･
鍾

少
華

北
京
赴
倉
科
畢
院
研
究
員

日
中
百
科
全
書
の
研
究

受
入
教
官

狭
間
教
授

嚢

期
間

7
二
月
五
日
～
二
〇
〇
〇
年
四
月
f
盲

外
国
人
研
究
生

･
呉

瑞
雲

1
九
五
〇
年
代
日
本
毒
酒
関
係
に
閑
す
る
研
究

受
入
教
官

龍
谷
助
教
授

観
閲

四
月

一
日
～
二
〇
〇
〇
年
三
月
三

1
日

･
Joh
n
son
Ju
stin
°
a
le

シ
ュ
メ
ー
ル
語
草
と
経
済
の
歴
史受

入
教
官

前
川
教
授

期
閲

1
0
月

7
日
～
二〇
〇
〇
年
九
月
三
〇
日

出

版

物

紀
要

人
文
畢
報

第
八
十
二
訳

(紀
要
第

1
三
五
筋
)

1
九
九
九
年
三
月
三
〇
日
刊

東
方
畢
報

第
七
十

一
筋
(紀
要
第

1
三
六
筋
)

一
九
九
九
年
三
月
二
六
日
刊

Z
I
N
B
U
N

(欧
文
紀
要
)

第
三
三
硫

一
九
九
九
年
三
月
刊

東
洋
畢
文
献
類
目

一
九
九
六
年
度

附
属
東
洋
畢
文
厳
セ
ン
タ
ー
編

1
九
九
九
年
二
月
二
六
日
刊

研
究
報
告
そ
の
他

所
報
人
文

第
四
五
統

一
九
九
九
年
三
月
三

1
日
刊

所
報
人
文

第
四
六
競

創
立
七
〇
周
年
記
念

1
九
九
九
年

二

月

1
八
日
刊

東
洋
畢
文
戯
セ
ン
タ
ー
叢
刊
第
八
暦

京
都
大
導
入
文
科
畢
研
究
所
所
戒
中
江
丑
膏
文
庫
目
録

山
室
信

一
編

1
九
九
九
年
三
月
二
五
日
刊

827




